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ぜんち共済株式会社 

              

 

◆２０００年７月に「全国知的障害者共済会」を発足し、知的障害者の福利厚生制度を提供していたが、２００６年４月

の保険業法改正により、２００６年１１月に「ぜんち共済株式会社」を設立した。２００８年４月に障害者を対象とする

日本初の少額短期保険会社として事業を開始、現在、全国に約６万６千件の契約があり、障害者が就労や住居に苦労して

いる中で、障害があっても「地域で」「社会で」普通に暮らせるよう、保険サービスを通じて障害者とその家族の不安を

安心に変える手助けを実践している。 

 

 

◆障害者雇用への取り組みとして、２０１２年に初めて福祉作業所から実習を受け入れ、２０１４年には社内横断的に活

動する「障害者実習チーム」を発足して、特別支援学校からも積極的に実習の受け入れを行った。チームリーダーは年度

目標等を策定する「目標管理シート」を活用して、目標、施策、スケジュールを掲げ、チームメンバー全員で進捗チェッ

クを行いながら実習の充実化を図った。実習の受け入れを通じて、障害者雇用の社内理解が高まったところで、２０１６

年、東京しごと財団の紹介を通じて 1名を雇用。現在は、「ダイバーシティ・環境整備チーム」へと名称を変更して障害

者の活躍をサポートする。 

 

 

◆サポートについては、支援機関との連携を図り、日常業務の進捗やモチベーションなどを定期的にヒアリングして、業

務量のコントロール、新規業務の切り出し、メンタルケア等を継続的に実施する。チームメンバーは発足以来、毎期入れ

替えを行い、社員全員が障害者雇用にかかわり知識・経験を積み重ねるような仕組みを継続している、現在、社員２名が

ジョブコーチ資格を保有、特例子会社への見学や施設等でのボランティア活動を通じて、様々な経験や学びを得ている。 

 

 

◆これまでの数々の困難を乗り越え障害者向けの保険商品を実現・実践していることが評価され、２０１９年には第１２

回千代田ビジネス大賞において最高賞である「大賞」を受賞。各部署の担当者が直に障害当事者とコミュニケーションを

取り、密接に連携しながら業務を行っていることや、障害者の業務を支援するチームを毎年社員が入れ替わりで担当し、

全社員が社内横断的に障害者雇用に参画する社風が形成されていることが評価され、２０２５年には、「障害者雇用エク

セレントカンパニー賞（東京都知事賞）」を受賞した。 

所 在 地：東京都千代田区九段北３－２－５ 九段北３２５ビル４階 

従業員数：２９ 名（うち、障害者３名） 特例子会社：非該当 

業務概要：少額短期保険業（知的障害、発達障害、ダウン症、てんかんのある方に専門保険を提供してい

る） 
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